法然上人における思想の遍歴--「往生要集」から「観経疏」への歩みを中心として (法然上人(特輯)) by 大橋 俊雄
法
然
上
人
に
お
け
る
思
想
の
遍
歴
『
往
生
要
集
』
か
ら
『
観
経
疏
』
へ
の
歩
み
を
中
心
と
し
て-
大 
橋
俊 
雄
一
 
法
然
上
人
一
期
ハ
十
年
の
生
涯
の
う
ち
に
は
、
い
く
た
び
と
な
く
思
想
的
遍
歴
が
あ
っ
た
。
上
人
は
天
養
二(
一
ー
四
五)
年
比
叡
山
に 
登
り
北
谷
の
源
光
や
皇
円
に
師
事
し
た
の
を
は
じ
め
、
久
安
六(
ー
ー
五
〇)
年
に
は
西
塔
黒
谷
の
叡
空
の
室
に
移
り
天
台
の
教
学
を
究
め
、 
承
安
五(
一
ー
七
五)
年
専
修
念
仏
の
法
門
を
開
い
た
。
そ
の
間
常
に
書
籍
に
目
を
と
う
し
学
問
に
は
げ
ん
で
い
た
こ
と
は
、
源
平
の
争
乱 
を
回
顧
し
て
「
わ
れ
聖
教
を
見
ざ
る
日
な
し
。
木
曾
の
冠
者
花
洛
に
乱
入
の
と
き' 
た
だ
一
日
聖
教
を
見
ざ
り
き
」(
四
ハ
巻
伝
巻
五)
と 
述
べ
、
ま
た
「
貧
道
、
山
修
山
学
ノ
昔
ヨ
リ
五
十
年
ノ
間' 
広
ク
諸
宗
ノ
章
疏
ヲ
披
閲
シ
、
叡
岳
二
無
キ
所
ノ
モ
ノ
、
コ
レ
ヲ
他
門-
一
尋 
ネ
テ
必
ラ
ズ
ー
見
ヲ
遂
グ
、
鑽
仰
年
積
り
聖
教
殆
ン
ド
尺
ク
ス
」(
一
念
義
停
止
起
請
文)
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
う 
し
た
態
度
は
「
チ
カ
ゴ
ロ
唐
ヨ
リ
ワ
タ
リ
タ
ル
龍
舒
浄
土
文
ト
マ
ウ
ス
文
候
」
(
無
縁
集
巻
こ
と
い
い
、
近
く
中
国
か
ら
渡
来
し
て
き
た 
『
浄
土
文
』
を
求
め
、
そ
こ
に
引
文
さ
れ
て
い
た
『
阿
弥
陀
経
』
の
逸
文
に
よ
っ
て
論
を
す
す
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き 
る
。
王
日
休
が
『
浄
土
文
』
を
撰
述
し
た
の
は
南
宋
の
淳
熙
ハ(
ー
ー
入
ー)
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
法
然
が
こ
の
本
を
手
に
し
た
の
は
師
秀 
の
父
の
た
め
に
逆
修
説
法
を
行
な
っ
た
の
が
建
久
五(
ー
ー
九
四)
年
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば' 
撰
述
後
十
年
ほ
ど
し
か
た
っ
て
い
な
い
。
浄
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土
教
関
係
の
も
の
に
は
是
非
と
も
目
を
と
う
し
て
お
き
た
い
と
い
う
学
問
に
対
す
る
真
摯
な
態
度
が
『
浄
土
文
』
を
披
見
し
た
動
機
と
な 
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
常
に
新
し
い
文
化
に
接
し
、
た
え
ず
研
鑽
を
か
さ
ね
た
法
然
に
と
っ
て
、
四
十
三
歳
の
回
心
の
時
点
で
思
想
は 
固
定
し
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
遍
歴
は
つ
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、㈠
天
台
的
浄
土
教
思
想
受
容
期
、㈡
浄
土
教
思
想
確 
立
期
、㈢
選
択
本
願
念
仏
思
想
期
に
分
け
て
考
え
て
み
た
が
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
『
往
生
要
集
』
か
ら
『
観
経
疏
』
に
接
す
る
ま
で
の 
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
法
然
上
人
の
宗
教
的
回
心
の
契
機
に
つ
い
て
『
源
空
聖
人
私
日
記
』
『
法
然
上
人
伝
』
(
醍
醐
本)
『
浄
土
随
聞
記
』
等
は
「
往
生
要
集 
為-
一
先
達
一
入
ー
ー
浄
土
門-
」
と
し
、
『
法
然
上
人
伝
記
』
(
九
巻
伝)
『
法
然
上
人
行
状
画
図
』
(
四
ハ
巻
伝)
は
『
観
経
疏
』
と
み
て
い
る
。
醍 
醐
本
は
『
往
生
要
集
』
を
先
達
と
し
て
浄
土
門
に
入
っ
た
縁
由
に
つ
い
て'
抑
恵
心
先
徳
造--
往
生
要
集-
勧
一
一
濁
世
末
代
道
俗
ハ 
就
“
之
欲"
尋
一-
出
離
之
趣"
先
序
云
、
往
生
極
楽
教
行
濁
世
末
代
之
目
足
也
。
道 
俗
貴
賤
誰
不"
帰
哉
。
但
顕
密
教
法
其
文
非"
一
、
事
理
業
因
其
行
多
、
利
智
精
進
之
人
未
“
難
、
如
“
予
頑
魯
之
者
、
豈
是
故
依--
念 
仏
一
門-
聊
集
一
一
経
論
要
文
八
披
“
之
修"
之
易
”
覚
易
“
行
云
々
。
序
者
略
言
“
述
’
 
一
部
奥
旨
ハ
此
集
已
依­
一
念
仏
一
云
事
顕
然
也
。
但
念 
仏
相
貌
未
“
委
者
入"
文
採
“
之
。
此
集
立
一
一
十
門
ハ 
第
一
第
二
第
三
門
是
非
一
一
行
棘-
者
暫
置"
之
。
其
余
五
門
是
就
一
一
念
仏-
立"
之
、
第
九
諸
行
往
生
門
、
是
任
一-
行
者
意 
楽
一
一
旦
雖
“
明
“
之
更
無-
一
愍
勲
丁
寧
勧
進7
第
十
門
是
問
答
料
簡
又
非
一
一
行
热"
就
一
一
念
仏
五
門-
料
一
一
簡
之7
第
四
是
正
修
念
仏
也
。
 
以
“
此
為
一-
念
仏
躱~
第
五
是
助
念
方
法
也
、
以
一
一
念
仏
一
為
一-
所
助-
以-
此
門
一
為
一-
能
助
一
故
念
仏
為
一-
本
意
一
也
。
第
六
別
時
念
仏
也
、
 
長
時
勤
行
不
“
能
一
一
勇
進
一
者
、 
限-
日
数-
勤
一-
上
念
仏
一
也
、
更
非
一
一
別
巒
第
七
是
念
仏
利
益
也' 
為
“
勧-
上
念
仏-
勘
一-
利
益
文
一
挙" 
之
。
第
ハ
是
念
仏
証
拠
也'
本
意
在
一-
念
仏-
云
事
又
顕
然
也
。
但
付­
一
正
修
念
仏
一
有
一
一
種
々
念
仏"
初
心
観
行
不
“
堪
一-
深
奥
一
者
、
教一一 
色
相
観
一
色
相
観
中
有-
一
別
相
観
一
有
ー
ー
総
略
観-
有
一-
雑
略
観
一
有
一
一
極
略
観
ハ 
又
有
一
一
称
名
ハ 
其
中
愍
勲
勧
進
之
言
唯
在
一
一
称
名
之
段"
於ー
一 
五
念
門-
雖
”
名
一
一
正
修
念
仏
一
作
願
回
向
是
非
ー-
行
肺7
礼
拝
讃
嘆
又
不"
如­
一
観
察
ハ 
観
察
中
於
一
一
称
名
一
丁
寧
勘"
之
為
一
一
本
意-
云
事
顕
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然
也
。
但
於
ー
一
百
即
百
生
行
相
一
者
、
已
譲
一
一
道
綽
善
導
釈-
委
不
“
述
“
之
、
是
故
往
生
要
集
為
一-
先
達
一
而
入­
一
浄
土
門" 
と
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
醍
醐
本
は
法
然
の
弟
子
勢
観
房
源
智
の
見
聞
を
中
心
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書 
の
内
容
は
い
ま
だ
法
然
よ
り
直
接
見
聞
し
た
人
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
四
囲
の
情
勢
を
考
慮
に
い
れ
て
み
る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
誰
人
か
の
手 
を
通
じ
て
披
見
し
得
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
事
実
は
法
然
の
言
説
と
受
け
と
っ
て
よ
い
で
あ
ろ 
う
。
と
す
れ
ば
法
然
は
自
ら
『
往
生
要
集
』
を
披
見
し
た
結
果
、
称
名
に
重
心
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
覚
知
し
、
称
名
が
は
た
し
て 
「
百
即
百
生
の
行
相
」
で
あ
り
得
る
や
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
り' 
こ
の
文
の
出
典
に
つ
い
て
は
道
綽
・
善
導
の
釈
義
に 
も
と
づ
き
幾
度
び
と
な
く
読
み
か
え
し
た
。
そ
し
て
称
名
が
往
生
行
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
肯
定
と
否
定
と
を
く
り
か
え
し
、
つ
い 
に
「
善
導
に
お
い
て
二
反
こ
れ
を
見
る
に
往
生
は
難
し
と
思
へ
り
。
第
三
反
に
至
り
乱
想
の
凡
夫
称
名
の
行
に
よ
り
て
往
生
す
べ
き
の
道 
理
を
得
」
と
い
う
結
論
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
法
然
が 
「
自
身
の
出
離
に
お
い
て
す
で
に
思
い
定
む
」
と
述
懐
し
て
い
る
の 
は
、
称
名
往
生
の
可
能
性
を
彼
自
ら
の
味
読
に
よ
っ
て
知
り
得
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
往
生
要
集
』
問
答
料
簡
門
の
第
④
 
ニ
往
生
階
位
の
下
で
「
問' 
若̂
^
下
輩
亦
得
一
一
往
生
ハ 
云
何
近
代
於
一
一
彼
国
土-
求
者
千
万
得
一
一
ー
ニ
ー
」
と
問
い
、
先
ず
道
綽
の
『
安
楽
集
』 
の
文
「
信
心
不"
深
、
若
“
存
若"
亡
故
。
信
心
不
“
ー
、
不
一
一
決
定
一
故
。
信
心
不
一
一
相
続
ハ 
余
念
間
故
。
此
三
不
一
一
相
続-
者
不
”
能
一
一
往
生7  
若
具
一-
三
心
一
不
一-
往
生
一
者
無
“
有
一
一
是
処­
」
を
引
き
、
次
い
で
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
の
文
「
若
能
如
“
上
念
念
相
続
畢
命
為
“
期
者
、
十 
即
十
生
百
即
百
生
。
若
欲
ー
ー
ー
捨
“
専
修
一
一
雑
業-
者
百
時
希
得
一
一
ニ
ニ
千
時
希
得
一-
三
五-
」
を
引
い
て
、
念
仏
を
相
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て 
念
仏
者
は
百
即
百
生
、
ひ
と
り
と
し
て
漏
ら
す
こ
と
な
く
往
生
で
き
る
と
答
え
た
こ
の
文
に' 
法
然
は
関
心
を
も
ち
自
己
の
活
路
を
見
出 
さ
ん
と
し
た
。
し
か
し
法
然
は
、
源
信
が
称
名
を
力
説
し
て
も
、
な
お
不
充
分
で
あ
る
こ
と
に
心
を
い
た
め
、
直
接
善
導
教
学
を
さ
ぐ
り 
た
い
と
思
っ
た
。
法
然
の
『
往
生
要
集
』
に
対
す
る
関
心
は
口
称
を
重
視
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
「
念
念
相
続
し
て
畢
命
を
期
と
す
る
者 
は' 
十
は
即
ち
十
な
が
ら
生
じ
、
百
は
即
ち
百
な
が
ら
生
ず
」 
「
専
を
捨
て
て
雑
業
を
修
せ
む
と
欲
す
る
者
は' 
百
の
時
に
希
に
ー
ニ
を 
得
、
千
の
時
に
希
に
五
三
を
得
」
と
い
う
文
は
法
然
の
浄
土
門
へ
の
志
向
と
は
な
り
得
て
も' 
『
往
生
要
集
』
を
つ
ら
ぬ
く
源
信
の
思
想
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は
観
念
的
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
法
然
の
志
向
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
い
わ
ば
法
然
は
『
往
生
要
集
』
を
口
称
の 
面
か
ら
の
み
見
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
法
然
の
も
つ
独
自
の
浄
土
門
に
対
す
る
主
観
的
な
発
想
が
み
ら
れ
る
。
「
乱
想
の
凡
夫 
称
名
の
行
に
よ
り
て
往
生
す
べ
き
の
道
理
を
得
」
た
こ
と
が
『
往
生
要
集
』
の
文
に
よ
っ
て
了
解
さ
れ
た
と
き
、
さ
ら
に
明
文
を
得
ヽ
善 
導
教
学
に
接
近
し
よ
う
と
し
て
『
観
経
疏
』
を
得
る
た
め
、
嵯
峨
の
釈
迦
堂
に
参
籠
し
た
の
ち
南
都
に
お
も
む
い
た
。
⑤
法
然
が
『
観
経
疏
』
に
接
し
た
の
は
宇
治
の
法
蔵
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
宇
治
法
蔵
に
『
観
経
疏
』
が
蔵
さ
れ
て
い
た
で
あ
・
ろ 
う
こ
と
は
、 
宇
治
大
納
言
源
隆
国
が
「
年
た
か
う
な
り
て
は
あ
つ
さ
を
わ
び
て' 
い
と
ま
を
申
て' 
五
月
よ
り
八
月
ま
で
は
平
等
院
一
切
⑥
経
蔵
の
南
の
山
ぎ
は
に' 
南
泉
房
と
い
ふ
所
に
こ
も
り
ゐ
」
て
、
避
暑
か
た
が
た
『
今
昔
物
語
集
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
等
を
著
わ
し
て 
い
る
が
、
他
に
隆
国
の
撰
述
し
た
も
の
と
し
て
、
『
安
養
集
』
十
巻
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
『
安
養
集
』
の
序
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
極
楽 
浄
土
を
し
た
う
道
俗
数
十
人
が
、
心
を
ひ
と
し
く
し
誠
を
ぬ
き
ん
で
て' 
イ
ン
ド
中
国
日
本
の
浄
土
教
に
関
す
る
典
籍
二
百
余
巻
を
集
め
、 
そ
の
中
か
ら
浄
土
往
生
に
関
す
る
要
文
を
抄
出
し
た
も
の
で
、
『
観
経
疏
』
を
引
文
す
る
こ
と
二
十
三
回
、
就
中
『
散
善
義
』
の
ご
と
き 
殆
ん
ど
全
文
を
引
抄
し
て
い
る
と
い
う
。
仏
典
蒐
集
の
困
難
な
情
勢
下
に
あ
り
な
が
ら
、
浄
土
教
関
係
の
典
籍
二
百
余
巻
を
集
め
得
た
の 
は
、
住
房
南
泉
房
に
程
近
い
所
に
経
蔵
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
『
観
経
疏
』
を
閲
読
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
所
伝
の
ご
と
く 
宇
治
法
蔵
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
み
て
大
過
あ
る
ま
い
。
二
お
よ
そ
『
観
経
疏
』
等
の
善
導
の
著
書
は
、
早
く
奈
良
時
代
に
伝
来
し
て
お
り' 
正
倉
院
文
書
に
よ
れ
ば
天
平
十
二(
一
七
四
〇)
年 
『
西
方
法
事
讃
』
、
同
十
四
年
『
往
生
礼
讃
』' 
同
十
九
年
『
観
経
疏
』
、
翌
二
十
年
に
は
『
般
舟
讃
』
が
書
写
さ
れ' 
就
中
『
観
経
疏
』
の
書 
写
は
ハ
回
に
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
み
て
も
、 
善
導
の
著
書
は
早
く
南
都
に
伝
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
善 
導
教
学
に
着
目
し
た
は
じ
め
は
隆
国
で
あ
り
、
つ
い
で
永
観
で
あ
っ
た
。
隆
国
は
天
台
・
善
導
・
慧
遠
三
師
の
釈
を
引
用
し
つ
つ
、 
善
導
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の
釈
義
に
重
要
性
を
見
出
そ
う
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
が' 
永
観
は
思
想
的
な
面
か
ら
善
導
に
注
目
し
た
。
永
観
は
『
拾
遺
往
生
伝
』
に
よ 
れ
ば
天
永
二(
ー
ー 
ー
こ
年
十
一
月
七
十
九
歳
で
入
寂
し
て
い
る
か
ら' 
源
信
の
寂
後
九
十
四
年
に
あ
た
っ
て
い
た
。
当
時
は
あ
た
か
も 
源
信
の
厭
離
穢
土
の
思
想
に
も
と
づ
く
念
仏
鼓
吹
の
あ
と
を
う
け
、
名
利
を
離
れ
て
出
離
の
道
を
求
め
る
欣
求
浄
土
の
思
想
が
昂
揚
し
っ 
っ
あ
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
永
観
は
十
二
歳
で
出
家
、
東
大
寺
で
具
足
戒
を
受
け
て
三
論
宗
に
入
り
、
ま
た
唯
識
，
因
明
・
俱
舎
を
学
び
、
 
応
徳
三(
一
〇
ハ
六)
年
維
摩
会
の
講
師
を
つ
と
め
、
承
徳
三(
一
〇
九
九)
年
六
十
七
歳
の
時
権
律
師
と
な
り' 
翌
康
和
二
年
東
大
寺
別
当 
に
補
さ
れ
た
学
匠
で
あ
っ
た
が' 
彼
は
常
に
そ
の
学
問
に
満
足
し
、
そ
の
地
位
に
あ
ま
ん
じ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
「
不
惑
の
年
以
降
、 
風
痒
相
い
侵
し
気
力
羸
弱
。
自
ら
云
く
、
病
は
是
れ
真
の
善
知
識
也
、
我
病
痫
に
よ
り
弥
よ
浮
世
を
厭
う
」
と
い
う
よ
う
に
厭
世
の
念
極 
め
て
強
く'
十
八
歳
以
後
は
「
毎
日
一
万
遍
」
の
念
仏
を
称
え
て
い
た
と
い
う
。
「
凡
そ
一
生
の
間
、
顕
密
の
行
業
甚
だ
多
し
。
弥
陀
の 
宝
号
を
唱
え
奉
る
こ
と
幾
許
な
る
や
を
知
ら
ず
。
初
め
毎
日
一
万
遍
、
後
亦
六
万
遍
。
別
し
て
百
万
遍
を
満
つ
る
こ
と
三
百
度
。
漸
く
暮 
年
に
及
ん
で
舌
乾
れ
喉
枯
れ
、
只
観
念
を
事
と
す
」' 
一
日
六
万
遍
の
念
仏
、
時
に
は
百
万
遍
の
口
称
念
仏
を
し
た
た
め
喉
が
か
れ
声
も
出 
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ほ
ど
の
熾
烈
を
極
め
た
念
仏
も
修
し
た
が
、
彼
は
毎
月
十
五
日
『
往
生
講
式
』
に
の
っ
と
っ
て
往
生
講
と 
い
う
念
仏
結
社
を
い
と
な
み
称
名
念
仏
を
相
続
し
た
。
永
観
は
『
往
生
拾
因
』
を
著
わ
し
、
念
仏
の
一
行
を
開
い
て
十
種
の
功
徳
を
分 
ち
、
こ
れ
を
十
因
と
し
て
そ
の
ー
ー
に
つ
い
て
、
一
心
に
阿
弥
陀
仏
を
称
念
す
れ
ば
必
ず
往
生
で
き
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
が' 
そ
の 
後
序
に真
言
止
観
之
行
道
幽
易
・
迷
、
三
論
法
相
之
教
理
奥
難
“
悟
。
不
一-
勇
猛
精
進
一
者
何
修"
之
。
不
一
ー
聡
明
利
智
一
者
誰
学"
之
。
朝
家
簡
定 
賜
ー
一
其
賞-
学
徒
競
望
増--
其
欲
『
暗­
一
三
密
行
一
忝
登
一
ー
徧
照
之
位
一
餡-
一
毁
戒
質-
誤
舎--
持
律
之
職7
実
世
間
之
仮
名
智
者
所
“
厭
也
。
今 
至
一-
念
仏
宗
一
者
所
“
行
仏
号
不
“
妨
一
一
行
住
坐
臥
ハ 
所
“
期
極
楽
不"
簡-
ー
道
俗
貴
賤
八 
衆
生
罪
重
一
念
能
滅
、
弥
陀
願
深
十
念
往
生
。
公 
家
不"
賞
自
離
一
一
名
位
之
欲7
檀
那
不
”
祈
亦
無­
一
虚
受
之
罪-
況
南
北
諸
宗
互
靜--
権
実
之
教
ハ 
西
方
一
家
独
無­-
方
便
之
門7
鷲
峰
雲 
晴
四
十
八
願
月
円
、
王
城
春
来
十
六
想
観
華
鮮
。
月
光
重­
一
百
練
一
而
弥
陀
影
現
、
華
色
入-
一
七
宝
一
而
国
界
厳
飾
。
幸
依­-
念
仏
之
一
17
⑩
 
宗
聊
集
一
一
往
生
之
十
因-
出-
一
輪
廻
之
郷
一
至­-
不
退
之
土
ハ
若
非-
此
行-
復
尋
一
一
何
道
一 
と
述
べ
、
三
論
・
法
相
等
の
諸
宗
に
説
く
と
こ
ろ
は
「
道
幽
に
し
て
迷
い
易
く
」 
「
理
奥
く
し
て
悟
り
難
し
」
と
い
う
よ
う
に
難
修
難
行 
で
悟
り
難
い
が' 
念
仏
宗
は
「
行
ず
る
所
は
仏
号
、
行
往
生
臥
を
妨
げ
ず
。
期
す
る
所
は
極
楽
、
道
俗
貴
賤
を
簡
ば
ず
。
衆
生
の
罪
重
け 
れ
ど
も
一
念
に
能
く
滅
し' 
弥
陀
の
願
深
け
れ
ば
十
念
に
往
生
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
考
え
は
法
然
の
捨
聖
帰
浄
の
思
想
に
つ
な
が 
り
を
も
っ
て
い
る
。
永
観
は
た
と
え
聖
道
門
的
立
場
に
あ
っ
た
に
し
て
も
、
祢
名
の
一
行
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
『
観
経
疏
』 
去
多
く
引
文
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
『
散
善
義
』
の
影
響
を
う
け
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
往
生
要
集
』
が
観
念
を
強 
調
し
な
が
ら
も
、
観
念
に
た
え
な
い
も
の
の
た
め
に
「
若
し
相
好
を
観
念
す
る
に
堪
え
ざ
る
も
の
あ
ら
ば
、
或
は
帰
命
想
に
依
り
、
或
は 
引
接
想
に
依
り
、
或
は
往
生
想
に
依
り
、
一
心
に
称
念
す
べ
し
」
と
称
念
を
す
す
め
て
い
る
の
に
対
し' 
『
往
生
拾
因
』
に
は
一
心
に
阿 
弥
陀
仏
を
称
念
す
れ
ば
、
広
大
善
根
の
故
に
必
ら
ず
往
生
で
き
る
と
し
て' 
弥
陀
名
号
中
即
彼
如
来
従--
初
発
心-
乃
至
仏
果' 
所
有
一
切
万
行
万
徳
、
皆
悉
具
足
無"
有
一-
缺
減7
非­-
唯
弥
陀
一
仏
功
徳
ハ 
亦
摂
一
一 
十
方
諸
仏
功
徳7
以一ー一 
ー
切
如
来
不
“
離-
ー
阿
字-
故
。
因"
此
念
仏
者
諸
仏
所
一
一
護
念7 
今
此
仏
号
文
字
雖
“
少
、
具
ー
一
足
衆
徳7
如
一
一
一
如 
意
珠
形
体
雖
“
少
雨-
一
無
量
財"
何
況
四
十
二
字
功
徳
円
融
無
礙
、
一
字
各
摂­-
諸
字
功
徳
八 
阿
弥
陀
名
如
“
是
、
 
無
量
不
可
思
議
功
徳 
合
成
。
一
祢
一-
南
無
阿
弥
陀
仏
ハ
即
成
一
一
広
大
無
尽
善
根­
と
述
べ' 
弥
陀
の
名
号
に
は
そ
の
仏
の
万
行
万
徳
を
具
え
て
い
る
か
ら' 
一
た
び
弥
陀
の
名
号
を
称
え
た
な
ら
ば
広
大
無
尽
の
善
根
を
成 
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
名
号
の
深
勝
性
を
強
調
し
て
い
る
。
当
時
最
も
殊
勝
と
さ
れ
た
真
言
の
陀
羅
尼
に
し
て
も' 
ま
た
天
台
の 
法
華
三
昧
に
し
て
も
、
弥
陀
の
名
号
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
と
し
て
、 
「
弥
陀
の
名
号
殆
ん
ど
大
陀
羅
尼
の
徳
を
過
ぎ
、
又
法
華
三
昧
の 
行
に
勝
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
名
号
の
功
徳
が
如
何
に
深
勝
で
あ
る
か
を
、
真
言
密
教
の
教
説
を
裏
付
け
と
し
て
論
証
し
た
も
の
⑬
 
で
あ
り' 
こ
の
説
は
源
信
の
『
念
仏
略
説
』
に
示
さ
れ
た
。
 
因
徳
果
徳
自
利
利
他
 
内
証
外
用
依
報
正
報
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恒
沙
塵
数
 
皆
悉
摂
ー
ー
在 
最
後
臨
終
無
辺
法
門
 
六
字
之
中
一 
一
 
心 
念
“
仏
決
定
往
一
生
極
楽
世
界
一
十
方
 
三
世
 
諸
仏
 
功
徳
 
是
故
称
名
功
徳
無
尽
 
生
死
之
罪
速
疾
消
滅
上
求
下
化
大
願
円
満
と
い
う
見
解
を
継
承
じ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
永
観
が
「
一
心
に
阿
弥
陀
仏
を
称
念
す
れ
ば
随
順
本
願
の
故
に
必
ら
ず
往 
生
を
得
」
る
こ
と
を
明
か
し
、
『
無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
の
文
を
出
し
て
称
名
念
仏
が
第
十
八
願
に
随
順
す
る
行
で
あ
る
と
し
、
称
名
に 
よ
っ
て
往
生
し
得
る
根
拠
を
本
願
に
求
め
て
い
る
こ
と
は' 
称
名
が
第
十
八
願
に
も
と
づ
く
正
定
業
で
あ
る
こ
と
を
、
善
導
教
学
の
上
に 
見
出
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
第
十
八
願
は
南
都
浄
土
教
系
の
智
光
を
は
じ
め
、
叡
山
浄
土
教
系
の
良
源
・
静
照
・
源
信
な
ど
も
著
書
の
上 
に
依
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
良
源
は
臨
終
の
十
念
を
重
視
し
、
十
声
称
仏
の
十
念
の
な
か
に
慈
等
の
十
念
が
具
足
し
て
い
る
と
見' 
十 
ハ
願
は
善
根
が
深
妙
で
は
な
い
か
ら
現
前
聖
衆
の
迎
摂
は
説
い
て
い
な
い
が
、
静
照
は
「
釈
日' 
雖"
云
一
一
称
名
一
語
猶
杳
隠
。
須
“
説­
一
涯 
分
ベ
分
・
知
一
一
決
定
一
云
云
。
愍
，
諸
衆
生
不
一
一
一
多
植­
一
善
根
一
行
願
難
。
成
。
菩
薩
自
修
法
界
畢
竟
無­-
諸
魔
事~
以
與
一-
衆
生
一
而
発­-
此
願
一
云 
云
。
観
経
説
一
一
五
逆
往
生
ハ 
引
ー
ー
一
類
往
生
一
以
勧
ー
”其
心"
此
説
乂
決
定
—〇
誓
願
不
“
取
一
一
不
定
者-
」
と
述
べ
、
第
十
八
願
を
釈
し
て
罪
悪
生 
死
の
凡
夫
は
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
決
定
往
生
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
源
信
は
「
念
仏
を
以
て
往
生
業
と
為
す
』
証
拠
の
文
と
し
て
第
十 
ハ
願
を
挙
げ
て
い
る
も
の
の
、
称
名
を
も
っ
て
正
定
業
と
は
し
て
い
な
い
〇
称
名
を
第
十
八
願
に
も
と
づ
く
正
定
業
と
し
た
の
は
永
観
で 
あ
り' 
そ
れ
以
前
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
永
観
は
『
観
経
疏
散
善
義
』
の
文
を
引
い
て
「
行
に
二
種
有
り
。
ー
に
は
一
心
に
弥 
陀
の
名
号
を
専
念
す
、
是
れ
を
正
定
業
と
名
づ
く
、
彼
の
仏
の
本
願
に
順
ず
る
が
故
に
。
若
し
礼
誦
等
に
依
る
を
ば
、
即
ち
助
業
と
名
づ 
く
。
此
の
ニ
行
を
除
い
て
自
余
の
諸
善
を
悉
く
雑
行
と
名
づ
く
」
と
述
べ
、
往
生
の
行
に
正
雑
助
正
の
別
が
あ
り
、
称
名
は
本
願
に
随
順 
す
る
行
で
あ
る
か
ら
正
定
業
で
む
る
と
し' 
万
事
を
捨
て
て
一
心
に
専
ら
念
仏
す
べ
き
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
即
ち
『
往
生
拾
因
』
の
序 
に
「
早
く
万
事
を
抛
っ
て
速
か
に;
心
を
求
め
よ
。
道
綽
の
遺
誡
に
依
り
て
火
急
に
称
名
し
ゝ
懐
感
の
旧
儀
に
順
じ
て
励
声
に
念
仏
し'
19
有
る
時
は
五
体
を
地
に
投
げ
て
称
念
し
、
有
る
時
は
合
掌
を
額
に
当
て
て
専
念
せ
よ
」
と
い
い
、
第
一
因
に
「
今
、
大
善
の
名
号
に
値
う 
る
こ
と
は
、
是
れ
一
生
の
大
慶
な
り
。
豈
に
衆
事
を
棄
て
て
仏
号
を
念
ぜ
ざ
ら
ん
や
」
と
述
べ
、
第
八
因
に
「
行
者
余
の
一
切
の
諸
願
諸 
行
を
廃
し
て
、
念
仏
の
一
行
を
唯
願
唯
行
す
べ
し
。
散
慢
の
者
は
千
に
ー
り
も
生
ぜ
ず
、
専
修
の
人
は
万
に
ー
り
も
失
す
る
こ
と
無
し
。
 
然
る
に
人
木
石
に
あ
ら
ず
、
好
め
ば
専
念
自
ら
発
る
」
と
い
う
て
い
る
よ
う
に
、
永
観
は
余
行
を
廃
捨
し
て
念
仏
の
一
行
を
専
修
す
べ
き 
こ
と
を
明
か
し' 
万
行
の
ー
と
し
て
念
仏
を
選
び
と
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
称
名
念
仏
を
正
定
業
と
し
た
態
度
は' 
藤
原
孰
光
が
『
往
生 
拾
因
』
に
「
首
楞
厳
院
源
信
往
生
要
集
を
作
っ
て
世
に
伝
へ
、
今
東
大
寺
比
丘
永
観
往
生
拾
因
を
作
り' 
以
っ
て
之
れ
に
継
ぐ
」
と
後
序 
し
、
ま
た
署
名
す
る
に
あ
た
り
、
源
信
が
「
天
台
首
楞
厳
院
沙
門
源
信
撰
」
と
記
し
た
の
に
対
し
、
永
観
が
「
念
仏
宗
永
観
集
」
と
し
た 
態
度
の
う
ち
に
も
、
源
信
か
ら
永
観
へ
の
歩
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
永
観
に
よ
っ
て
善
導
教
学
の
真
意
を
把
握
す
る
に
至 
っ
た
と
い
え
る
。
永
観
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
う
し
て
出
世
し
た
珍
海
は
康
治
元(
ー
ー
四
ニ)
年
「
言
一
一
決
定
往
生
ハ 
是
浄
教
之
宗
旨
也
。
夫
西
方
浄
土
之
道
 ゝ
経
論
同
開
、
称
念
弥
陀
之
行
、
愚
智
共
従
、
良
以
契
“
時
称
“
機
故
耳
、
然
或
知
而
不
“
趣' 
或
趣
莫
“
進
、
即如
,
,
予
之
流
一
也
。
豈
其
可
“
 
不
“
痛
乎
。
所
以
今
者
考
一
一
尋
文
理
ハ 
将"
流
一
一
疑
滞
ハ 
欲
ー
一
安
心
於
決
定
往
生
ハ 
快
期
。
於
終
焉
来
迎
”
矣
」
と
述
べ
、
称
念
に
よ
っ
て
往
生 
で
き
る
と
い
う
確
信
が
な
い
た
め
人
は
と
か
く
と
ま
ど
い
が
ち
で
あ
る
。
予
の
如
き
も
そ
の
一
人
で
あ
る
が
故
に
、
今
文
理
を
考
尋
し
疑 
い
を
は
ら
し
、
決
定
往
生
の
確
信
を
得
た
い
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
『
決
定
往
生
集
』
を
撰
述
し
た
。
珍
海
は
往
生
の
正
業
に
つ
い
て
、
 
「
已
に
発
菩
提
心
を
業
主
と
為
す
る
を
知
る
。
未
だ
随
縁
所
起
の
業
相
、 
何
れ
を
正
業
と
為
す
る
を
知
ら
ず
」
と
い
う
問
に 
観
経
導
和
尚
疏
第
四
云
、
何
有
一
一
二
種7  
一
者
正
行
、
専
依-
往
生
経
一
行
“
行
者
是
也
。
一
心
専
読­
一
誦
此
観
経
弥
陀
経
無
量
寿
経
等
ハ 
一
心
専
一
一
想
観
一
一
ー
察
彼
国
依
正
ハ 
若
礼
即
一
心
専
礼
一
一
彼
仏
八 
若
口
称
即
一
心
専
称
一
一
彼
仏
八 
讃
嘆
供
養
亦
爾
。
又
就
一
一
此
正
中
一
復
有
一
一 
二
種
ゴ
ー
者
一
心
専
念
一
一
弥
陀
名
号
一
行
住
坐
臥
不
“
問­-
時
節
久
近
ハ 
念
念
不
“
捨
是
名
一
一
正
定
之
業
ハ 
順
一
一
彼
仏
願
一
故
。
若
依
一
一
礼
誦 
等-
即
名­
一
助
業̂
除
一
一
此
正
助
二
行-
已
外
自
余
諸
善
悉
名
一-
雑
行
--0
即
心
常
間
断
。
雖
“
可
一
一
廻
向
得
ツ
生
衆
名­-
疏
雑
之
行-
也
讎
。
順
一
一
20
⑮
 
本
願-
者
四
十
八
願
中
云
聞
我
名
号
係
念
我
国
云
云
。
今
云
称
名
実
是
正
中
之
正
也 
と
述
べ
て
、
発
菩
提
心
を
往
生
の
業
主
と
し
、
随
縁
所
起
業
と
し
て
祢
名
を
あ
げ
、
称
名
こ
そ
正
中
の
正
で
あ
る
所
以
を
『
観
経
疏
』
の 
就
行
立
信
の
条
に
求
め
て
い
る
が' 
こ
の
思
想
は
永
観
の
説
を
更
に
一
歩
す
す
め
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
珍
海
は
む
し
ろ
菩
提
心
正 
因
説
を
と
っ
て
い
る
。
珍
海
は
文
中
「
禅
林
云
」
と
し
て
永
観
の
説
を
引
い
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
永
観
の
思
想
の
継
承
を
意
味
し
て 
い
る
の
で
あ
り
、
永
観
と
と
も
に
東
大
寺
東
南
院
三
論
系
の
出
で
あ
る
覚
樹
の
弟
子
が
珍
海
で
あ
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば' 
と
も
に
三
論
系 
浄
土
教
の
僧
で
あ
る
か
ら
、
思
想
的
に
何
等
か
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
 
思
う
に
叡
山
に
お
い
て
発
達
し
た
浄
土
教
は
、
円
仁
か
ら
良
源
を
経
て
源
信
に
至
り
『
往
生
要
集
』
の
撰
述
と
な
っ
て
観
想
を
中
心
と 
し
た
も
の
に
と
展
開
し
た
が' 
そ
れ
は
あ
く
ま
で
天
台
『
観
経
疏
』
を
依
用
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
浄
土
教
的
思
潮
は
さ 
ら
に
-1
消
化
さ
れ
民
衆
化
さ
れ
て' 
北
よ
り
南
へ
と
進
」
ん
で
、
南
都
の
浄
土
教
と
合
流
し' 
『
往
生
要
集
』
を
基
盤
と
し
て
善
導
の 
『
観
経
疏
』
を
受
容
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
称
名
が
強
調
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
『
往
生
要
集
』
か
ら
『
観
経
疏
』
へ
の
歩
み
は
源
信:
氷
観
・
 
珍
海
と
、
彼
等
の
も
つ
浄
土
教
思
想
が
観
念
か
ら
称
念
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り' 
法
然
的
な
も
の
へ
と
接
近
し
て
い
っ
た
が
、
永
観
に 
よ
り
捨
聖
帰
浄
・
随
順
本
願
・
専
修
念
仏
・
称
名
勝
行
と
い
う
法
然
浄
土
教
へ
の
路
線
が
う
ち
だ
さ
れ
、
称
名
が
強
調
さ
れ
た
。
一
心
を 
強
調
し
て
、
一
心
は
専
念
の
一
心
で
あ
り
、
三
昧
の
一
心
で
あ
っ
て
、
称
名
に
よ
っ
て
こ
れ
を
成
就
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
散
心
の
称 
名
を
修
す
る
の
は
、
定
心
を
得
ん
が
た
め
で
あ
り' 
定
心
を
得
て
は
じ
め
て
往
生
が
可
能
で
あ
る
と' 
永
観
は
定
心
の
念
を
説
き
修
観
を 
す
す
め
た
。
こ
の
こ
と
は
専
念
は
散
心
で
あ
り
、
決
し
て
定
心
を
得
る
た
め
の
も
・
の
で
は
な
く
、
散
心
で
往
生
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
法 
然
浄
土
教
と
一
線
を
劃
し
て
お
り' 
し
か
も
永
観
が
『
散
善
義
』
に
よ
り
随
順
本
願
を
説
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観
法
を
説
い
て
は
げ 
し
い
修
行
を
勧
め
た
こ
と
は' 
南
都
浄
土
教
中
に
は
叡
山
浄
土
教
と
同
様' 
依
然
と
し
て
称
劣
観
勝
の
思
想
の
あ
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て 
い
る
。
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三
法
然
が
南
都
で
三
論
系
浄
土
教
に
接
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
師
は
誰
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
源
空
聖
人
私
日
記
』
は 
『
醍
醐
寺
三
論
宗
之
先
達
」
と
い
い' 
醍
醐
本
ま
た
「
醍
醐
に
三
論
の
先
達
有
り
、
彼
に
往
い
て
所
存
を
述
ぶ
」
と
の
べ
、
そ
の
名
は
記 
し
て
い
な
い
が
、
増
上
寺
本
と
『
四
巻
伝
』
は
と
も
に
大
納
言
律
師
寛
雅
と
し
、
琳
阿
本
と
『
九
巻
伝
』
は
大
納
言
法
印
寛
雅
と
し
て
い 
る
。
も
し
後
世
の
伝
記
作
者
が
い
う
よ
う
に
「
醍
醐
寺
三
論
宗
之
先
達
」
が
寛
雅
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
『
源
平
盛
衰
記
』
に
仁
和
寺 
の
法
印
寛
雅
と
い
い
、
『
平
家
物
語
』
に
「
木
寺
の
法
印
寛
雅
」
と
い
う
人
と
同
一
人
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
寛
雅
は
法
勝
寺
の
執
行
俊 
寛
の
父'
 
京
極
の
源
大
納
言
雅
俊
の
子
で
あ
る
。
法
然
は
三
論
を
学
ぶ
た
め
に
寛
雅
の
門
を
叩
き
所
存
を
述
べ
た
が
、
一
言
も
返
す
こ
と 
な
く
、
文
函
十
余
合
を
法
然
に
授
け
て
付
属
し
た
と'
伝
記
は
記
し
て
い
る
。
こ
の
伝
承
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
法 
然
の
学
問
が
顕
密
に
わ
た
り
、
奥
旨
を
極
め
た
こ
と
を
し
め
す
方
便
で
あ
る
と
み
る
こ
と
は
容
易
で
あ
り
、
恐
ら
く
南
都
遊
学
の
師
が
三 
論
系
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
異
論
が
あ
る
ま
い
。
『
私
日
記
』
や
醍
醐
本
は
法
然
の
直
弟
の
誰
か
が
法
然
の
懐
想
を
と
う
し
て
編
纂
し 
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら' 
門
弟
た
ち
は
師
法
然
の
聴
聞
の
ま
ま
に
、
法
然
の
た
ど
っ
た
専
修
念
仏
へ
の
道
を
聞
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
す 
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば' 
『
私
日
記
』
に
醍
醐
寺
三
論
宗
の
先
達
と
い
っ
て
名
を
明
か
し
て
い
な
い
の
は
、
む
し
ろ
法
然 
自
ら
が
語
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
法
然
が
『
観
経
疏
』
に
接
し
た
の
は
宇
治
の
法
蔵
で
あ
っ
た
と
い
う
が' 
宇
治
の
法
蔵
以
外
に
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち 
永
超
の
『
東
域
伝
燈
目
録
』
に
同
経
玄
義
等
合
 
善
導
四
巻
題
名
別
同
玄
義
分
一
巻
 
同
義
疏
四
巻
上
同
22
と
あ
り
、
こ
の
場
合
「
同
経
」
は
『
観
無
量
寿
経
』
を
承
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
同
経
玄
義
等
合
」
お
よ
び
「
同
義
疏
」
は
と 
も
に
『
観
経
疏
』
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
り' 
『
観
経
疏
』
の
書
目
を
記
載
し
た
「
衆
経
部
」
の
下
に
「
東
塔
院
本
可
見
」
と
あ
る
こ
と 
か
ら
す
れ
ば
、
永
超
在
世
当
時
東
大
寺
東
塔
院
の
経
蔵
に
『
観
経
疏
』
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
東
域
伝
燈
目
録
』
は
寛 
治
ハ
(
一
〇
九
四)
年
の
成
立
で
あ
っ
た
か
ら' 
も
し
法
然
が
南
都
に
遊
学
し
た
の
が
保
元
元(
ー
ー
五
六)
年
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば' 
『
伝 
燈
目
録
』
の
成
立
し
た
の
は
遊
学
を
さ
か
の
ぼ
る
六
十
二
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
永
観
や
珍
海
の
師
で
あ
る
覚
樹
は
い
づ
れ
も
東
大
寺 
東
南
院
系
の
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
『
観
経
疏
』
が
宇
治
以
外
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
一
考
す
べ
き 
こ
と
は
「
同
玄
義
分
一
巻
」
と
し
て' 
『
観
経
疏
玄
義
分
』
を
別
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
望
月
信
亨
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
玄
義
分 
-
巻
は' 
日
本
で
も
昔
は
別
行
し
て
居
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
義
疏
四
巻
と
云
ふ
の
は
多
分
玄
序
定
散
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、 
四
巻
の
疏
と' 
一
巻
の
玄
義
と
が
同
時
に
並
ん
で
行
は
れ
て
居
っ
た
も
の
と
見
へ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
か
つ
て
中
国
宋
の
遵
式
が 
『
西
方
略
伝
序
』
に
「
善
導
和
尚
観
経
疏
一
巻
」
を
撰
述
し
た
由
を
記
し
、
元
照
の
弟
子
の
述
作
に
か
か
る
『
観
経
扶
新
論
』
に
も
「
善 
導
亦
玄
義
」
と
見
え
て
い
る
か
ら
『
玄
義
分
』
一
巻
が
別
出
し
て
流
伝
し
た
時
代
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
叡
山
に
お
い
て 
『
玄
義
分
』
し
か
依
用
し
て
い
な
い
の
は' 
例
え
ば
源
信
の
よ
う
な
浄
土
教
を
重
視
し
た
学
者
に
し
て
『
観
経
疏
』
四
巻
の
思
想
を
充
分 
に
理
解
し
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
見
た
り' 
叡
山
の
伝
燈
と
し
て
天
台
の
『
観
経
疏
』
を
重
視
し
た
結
果
、
こ
の
書
と
思
想
を 
異
に
す
る
善
導
の
『
観
経
疏
』
を
軽
視
し
、
敢
て
依
用
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
と
み
る
の
は
誤
り
で' 
む
し
ろ
比
叡
山
に
は
『
観
経
疏
玄
義 
分
』
の
み
し
か
流
伝
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
か
く
て
南
都
浄
土
教
を
媒
介
と
し
て
『
観
経
疏
』
に
接
し
た
法
然
の
思
想
が
、
永
観
の
浄
土
教
に
影
響
を
う
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と 
を' 
『
選
択
集
』
に
も
ら
れ
て
い
る
思
想
と
対
比
し' 
併
せ
て
『
往
生
要
集
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
 
往
生
要
・
集 
往
生
拾
因
 
選
択
 
集 
夫
往
生
極
楽
之
教
行
濁
世
末
代
之
目
足
也
。
 
夫
出
離
之
正
道
其
行
非
ニ
、
西
方
要
路
末 
立
一
一
聖
道
浄
土
二
門-
意
者
為
“令
〒
捨
一-
聖
道-
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道
俗
貴
賤
誰
不
レ
帰
者
。
但
顕
密
教
法
其
文 
非
レ
ー
〇
事
理
業
因
其
行
惟
多
、
利
智
精
進 
之
人
未
レ
為
レ
難
。
如
レ
予
頑
魯
之
者
豈
敢
矣
。
 
是
故
依
ー
ー
念
仏
一
門
一
聊
集
ー
ー
経
論
要
文
—〇
披
レ 
之
修
レ
之
易
レ
覚
易
レ
行
。
(
巻
上
本)
。
代
有
ノ
縁
。
然
貪
二
著
於
名
利
一
発
心
惟
難
、
 
馳
一
ー
騁
於
四
方
一
坐
禅
無
レ
人
…
早
抛
ー
ー
万
事
一 
速
求
ニ
ー
心
—〇
依
二
道
綽
之
遺
誡
一
火
急
称
名
、
 
順
一
ー
懐
感
旧
儀
一
励
声
念
仏
。(
序)
真
言
止
観 
之
行
道
幽
易
レ
迷
、
三
論
法
相
之
教
理
奥
難
レ 
悟
。
不
一
ー
勇
猛
精
進
一
者
何
修
レ
之
。
不
一
ー
聡
明 
利
智
一
者
誰
学
レ
之
。(
後
序)
弥
陀
名
号
中
即
彼
如
来
従
ー
ー
初
発
心
一
乃
至
仏 
果
、
所
有
一
切
万
行
万
德
皆
悉
具
足
無
レ
有
二 
缺
減
—〇
非
ー
ー
唯
弥
陀
一
仏
功
徳-
亦
摂
二
十
方 
諸
仏
功
徳
—〇
以
三
一
切
如
来
不
レ
離
二
阿
字
一
故
。
 
因
レ
此
念
仏
者
諸
仏
所
二
護
念
--0
今
此
仏
号
文 
字
雖
レ
少
具
ー
ー
足
衆
徳
—〇
如
三
如
意
珠
形
体
雖
レ 
少
雨
ニ
無
量
財
—〇
何
况
四
十
二
字
功
徳
円
融 
無
礙
一
字
各
摂
一
ー
諸
字
功
徳-
阿
弥
陀
名
如
レ 
是
、
無
量
不
可
思
議
功
徳
合
成
。
一
称
ー
ー
南
無 
阿
弥
陀
仏
一
即
成
ー
ー
広
大
無
尽
善
根7(
第
一 
因)称
二
仏
名
一
直
至
一
ー
道
場7
况
往
二
生
浄
土
〔
豈
入
中
浄
土
門
上
也
。
就
レ
此
有
二
ニ
由
—〇
一
由
下 
去
二
大
聖
一
遙
遠
い
二
由
二
理
深
解
微
—〇
此
宗
之 
中
立
二
ニ
門
一
者
独
非
ニ
道
綽
ー
…
若
於
ー
ー
浄
土 
門
一
有
ニ
其
志
一
者
須
卞
棄
二
聖
道
一
帰
一
一
於
浄
土
上 
…
末
代
愚
魯
寧
不
レ
遵
レ
之
哉
。(
第
一)
念
仏
是
勝
、
餘
行
是
劣
。
所
以
者
何
名
号
是 
万
徳
所
帰
也
。
然
則
弥
陀
一
仏
所
有
四
智
三 
身
十
カ
四
無
畏
等
一
切
内
証
功
徳
、
相
好
光 
明
説
法
利
生
等
一
切
外
用
功
徳
、
皆
悉
摂
二 
在
阿
弥
陀
仏
名
号
之
中
—〇
故
名
号
功
徳
最 
為
レ
勝
也
。(
第
三)
殊
勝
功
徳
故
者
、
彼
仏
因
果
惣
別
一
切
万
徳
、
 
皆
悉
名
号
顕
故
、
一
度
唱
二
南
無
阿
弥
陀
仏
一 
得
ー
ー
大
善
根
一
也
。(
逆
修
説
法) 
皆
有
一
ー
十
方
世
界
各
恒
沙
諸
仏
一
舒
一
一
其
舌
相(
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修
行
相
兒
者
依
一
ー
摂
論
等
ー
用
ー
ー
四
修
相
—〇
一
 
者
長
時
修
…
二
者
愍
重
修
…
三
者
無
間
修
… 
四
者
無
餘
修
。(
巻
中
本)
有
一-
留
難
->0
我
等
有
二
何
宿
善
一
幸
今
値
二
此
仏 
号"
無
上
功
徳
不
レ
求
自
レ
得
。
浄
土
之
業
便 
以
為
ノ
足
。
当
レ
知
人
中
芬
陀
利
華
。
依
レ
之 
十
方
恒
沙
諸
仏
出
ー
ー
広
長
舌
一
各
垂
一
ー
勧
進- 
是
表
ー
ー
実
語7(
第
一
因)
無
量
寿
経
云
末
世
法
滅
之
時
特
留
二
此
経
一
百 
年
在
レ
世
引
ー
ー
接
衆
生
一
往
生
。
故
知
弥
陀
与
二 
此
世
界
極
悪
衆
生
一
偏
有
二
因
縁
品
。
夫
如 
来
説
教
潤
益
有
レ
時
、
釈
迦
末
世
弥
陀
施
レ
化
。
 
幸
生
二
此
時-
知
機
縁
熟
念
仏
往
生
何
有
レ
疑 
乎
。(
第
三
因)
寤
寐
称
念
片
時
不
レ
懈
哄
确
、
六
時
礼
敬
四
儀 
不
レ
背
||
、
念
仏
為
レ
宗
不
レ
雑
ー
ー
餘
業
一
囂.
、
 
終
無
ー
ー
退
転
一
畢
命
為
レ
期
枠
测
。
念
仏
一
行
既 
具
二
四
修
一
往
生
之
業
何
事
如
レ
之
。
(
第
一 
因)
遍
覆
一
ニ
ニ
千
世
界-
証
卞
誠
一
切
衆
生
念
ー
ー
阿 
弥
陀
仏
一
乗
一
ー
仏
大
悲
本
願
カ
ー
故
、
決
定
得
乜 
生
二
極
楽
世
界
“(
第
十
四) 
釈
迦
慈
悲
特
以
ー
ー
此
経
一
止
住
百
歳
也
。
例 
如
下
彼
観
無
量
寿
経
中
不
レ
付
ニ
属
定
散
之
行- 
唯
孤
付
中
属
念
仏
之
行̂
是
即
順
二
彼
仏
願
一 
之
故
付
一
ー
属
念
仏
一
行
一
也
。(
第
六) 
四
修
者
一
長
時
修
二
愍
重
修
三
無
餘
修
四
無 
間
修
也
。
而
以
三
初
長
時
只
是
通
一
ー
用
後
三 
修
一
也
。
謂
愍
重
若
退
憩
重
之
行
即
不
レ
可
レ 
成
。
無
餘
若
退
無
餘
之
行
即
不
レ
可
レ
成
。
無 
間
若
退
無
間
之
修
即
不
レ
可
レ
成
。
為
レ
使
ノ 
成
一
ー
就
此
三
修
行
一
皆
以
ニ
長
時
一
属
ニ
於
三
修
一 
所
ノ
令
一
ー
通
修
一
也
。
故
三
修
之
下
皆
結
云
卞
畢 
命
為
レ
期
誓
不
三
中
止-
即
是
長
時
修
上
是
也
。
 
(
第
九)
25
弥
陀
仏
光
照
ー
ー
念
仏
衆
生-
摂
取
不
“
捨
。
弥 
一
心
称­
一
念
阿
弥
陀
仏-
光
明
摂
取
故
必
得
ー
ー 
勒
不
“
爾
。
光
照
如
一-
昼
日
之
遊
ハ
無
“光
似
一
一
往
生
二
第
四
因)
暗
中
来
往7  
(
巻
上
末)
一
心
称
一
一
念
阿
弥
陀
仏-
随
順
本
願
故
必
得
ー
ー 
往
生-
(
第
十
因)
和
尚
即
是
三
昧
発
得
之
人
也
。
豈
有
“
謬
乎
。
 
故
知
一
心
者
唯
等
持
定
。
依
ー
ー
斯
行
一
者
廃
ー
ー 
餘
一
切
諸
願
諸
行~
唯
一
一
願
唯
ミ
行
念
仏
一 
行
'
!
散
慢
之
者
千
不
一
一
一
生
—〇
専
修
之
人
万 
無
二
失7
(
第
八
因)
弥
陀
光
明
不"
照
一
一
餘
行
者-
摂­-
取
念
仏
行 
者
二
第
七)
弥
陀
如
来
不
卡
以
矗
行
一
為
・
往
生
本
願
丄
以
ー
ー 
念
仏
一
為
ー
ー
往
生
本
願
亠(
第
三)
善
導
和
尚
是
三
昧
発
得
之
人
也
。:
・
何
况
大 
唐
相
伝
云
善
導
是
弥
陀
化
身
也
。
爾
者
可
“
 
謂
、X
此
文
是
弥
陀
直
説
。
既
云
ー
ー
ー
欲
し
写
者 
-
如
一-
経
法
—〇
此
言
誠
乎
。
仰
討
ー
ー
本
地-
者 
四
十
ハ
願
之
法
王
也
。
十
劫
正
覚
之
唱
有
一 
憑-
于
念
仏'?
俯
訪
ー
一
垂
迹-
者
専
修
念
仏
之 
導
師
也
。(
第
十
六)
法
然
上
人
が
三
論
系
浄
土
教
に
接
し
、
そ
の
教
義
を
形
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
永
観
の
影
響
を
う
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の
表
に 
よ
っ
て
知
り
得
ら
れ
る
が
、
従
来
法
然
と
永
観
と
の
関
係
は
法
然
の
諸
伝
記
に
も
見
え
な
け
れ
ば' 
ま
た
了
慧
が
、
「
問
う
。
伝
え
聞
く 
に
黒
谷(
法
然)
此
の
書(
往
生
拾
因)
を
用
い
ず
云
云
。
何
の
不
可
あ
り
て
用
い
ざ
る
や
。
答
う
。
第
一
因
の
中
に
要
決
の
中
の
諸
仏
願
行
成 
此
果
名
等
の
文
を
引
い
て
別
号
具
徳
を
証
す
。
黒
谷
こ
れ
を
破
る
。3
竝
严 
今
亦
之
を
推
す
る
に
専
念
を
発
さ
ず
し
て
不
生
の
義
、
称
名 
に
堪
え
ず
、
宝
地
を
観
ず
る
義
、
本
願
の
至
心
を
起
行
に
属
す
る
義
、
第
十
八
願
を
十
念
に
限
る
義
、
是
の
如
き
等
の
釈
大
師
の
意
に
違
㉑
う
故
に
用
い
た
ま
は
ざ
る
歟
」
と
述
べ
て
、
法
然
は
永
観
、
す
な
わ
ち
『
往
生
拾
因
』
の
説
を
用
い
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
た
め
に' 
両 
者
に
関
連
は
な
い
も
の
と
さ
れ' 
法
然
の
思
想
形
成
の
上
か
ら
永
観
を
没
却
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
源
信
が
『
往
生
要
集
』
に
お
い
26
て
観
念
を
主
と
し
、
こ
れ
に
た
え
ら
れ
な
い
者
の
た
め
に
称
念
を
説
き' 
観
念
を
勝' 
称
名
を
劣
と
し
た
の
に
対
し
、
永
観
は
称
名
を
主 
と
し
、
こ
れ
を
も
と
と
し
て
得
定
修
観
を
す
す
め
、 
称
名
の
功
徳
が
勝
れ' 
本
願
随
順
の
行
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
た
。
ま
た
源
信
が
称 
名
の
み
に
よ
っ
て
も
往
生
が
可
能
で
あ
る
と
し
、
利
智
精
進
に
思
い
を
と
ど
め
た
、
す
な
わ
ち
利
智
に
劣
り
精
進
努
力
を
つ
づ
け
得
な
い 
頑
魯
者
の
た
め
に
往
生
の
道
を
開
い
た
の
に
対
し
、
永
観
は
散
心
の
称
名
の
み
で
は
往
生
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
三
昧 
発
得
し
専
念
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
勇
猛
精
進
の
行
修
を
す
す
め
た
源
信
と
永
観
と
の
あ
い
だ
に
は
思
想
の
相
違
が
見
ら
れ 
る
が
、 
法
然
を
と
う
し
て
み
た
と
き
、
永
観
は
よ
り
法
然
的
で
あ
る
。
こ
こ
に
源
信
か
ら
永
観
へ
の
歩
み
が
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
を
と
う
し
て
法
然
に
近
づ
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
註
① 
拙
稿
「
法
然
上
人
撰
述
浄
土
三
部
経
末
疏
の
成
立
前
後
に
就
て
」 
仏
教
史
学
ハ
の
一
・
二
参
照
。
②
 
拙
著
『
法
然
・
一
遍
』
(
日
本
思
想
大
系)
「
法
然
に
お
け
る
専 
修
念
仏
の
形
成
」
三
八
九
頁
以
下
参
照
。
③
 
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
』
法
然
上
人
伝
全
集
七
七
三
—
四
頁
。
④ 
『
往
生
要
集
』
巻
下
末(
真
聖
全
一
の
八
九
七
頁)
⑤
 
『
選
択
集
秘
鈔
』
巻
一
(
浄
全
ハ
の
三
四
〇
頁)
⑥
 
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
序
(
岩
波
・
古
典
文
学
大
系
27
四
ハ
頁)
⑦
 
恵
谷
隆
戒
稿
「
源
隆
国
の
安
養
集
に
つ
い
て
」
往
生
一
〇
の
ハ 
頁
。
⑧
 
恵
谷
隆
戒
稿
「
平
安
朝
に
お
け
る
善
導
の
往
生
思
想
受
容
に
つ
い 
て
」
仏
教
論
叢
五
の
九
頁
。
⑨
 
井
上
光
貞
著
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
四
五
頁
以
下
参
照
。
⑩
 
『
往
生
拾
因
』
(
浄
全
一
五
の
三
九
四
頁)
⑪
 
『
往
生
要
集
』
巻
中
末(
浄
全
一
五
の
ハ
五
頁)
⑫
 
『
往
生
拾
因
』
(
浄
全
一
五
の
三
七
二
頁)
@
 
『
念
仏
略
記
』
は
舜
昌
の
『
述
懐
鈔
』
(
続
浄
四
の
一 
〇
六
頁) 
や
『
法
然
上
人
伝
記
』
巻
三
下(
浄
全
一
七
の
一
四
三
頁)
に
引
用 
さ
れ
て
い
る
。
⑭
 
『
往
生
拾
因
私
記
』
巻
上
所
引(
浄
全
一
五
の
三
九
七
頁)
⑮
 
『
決
定
往
生
集
』
巻
下
(
浄
全
一
五
の
四
九
〇
頁)
⑯
 
石
田
充
之
著
『
日
本
浄
土
教
の
研
究
』
二
九
頁
。
⑰
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
三
⑱
 
『
平
家
物
語
』
巻
一
(
岩
波
・
日
本
文
学
大
系
32
ー
二
五
頁) 
⑲
 
『
四
ハ
巻
伝
』
巻
四
に
「
醍
醐
に
三
論
宗
の
先
達
あ
り
。
権
律
師 
寛
雅
こ
れ
な
り
。
か
し
こ
に
ゆ
き
て
所
存
を
の
べ
給
に
、
律
師
す
べ
27
て
も
の
い
は
ず
。
う
ち
に
た
ち
い
り
て
、
文
櫃
十
餘
合
を
と
り
い
だ 
し
て
、
予
が
法
門
付
属
す
る
人
な
し
。
き
み
す
で
に
こ
の
法
門
に
達 
し
給
へ
り
。
こ
と
ご
と
く
秘
書
を
附
属
し
た
て
ま
つ
る
と
て
こ
れ
を 
進
ず
。
称
美
讃
嘆
の
こ
と
ば
か
た
は
ら
い
た
き
ほ
ど
な
り
」
と
あ
る
。
⑳
 
望
月
信
亨
稿
「善
導
大
師
の
著
書
」(
『浄
土
教
の
研
究
』
五
二
ハ 
頁)
㉑
 
『
往
生
拾
因
私
記
』
巻
上
(
浄
全
一
五
の
三
九
六
頁)
出 
遇 
い
大
体
に
於
て
は
聖
人
は
法
然
上
人
の
膝
許
へ
行
か
れ
ぬ
前
に
法
然
上
人
の
仰
せ
と
殆
ん
ど
同
じ
と
こ
ろ
迄
進
ん
で
ゐ
ら
れ
た
に
違
ひ
な
い
。
 
た
ヾ
法
然
上
人
の
一
言
を
聞
け
ば
よ
い
。
何
も
複
雑
な
こ
と
を
聞
く
必
要
は
な
い
。
そ
の
一
言
と
は
「
た£
念
仏
し
て
」
と
い
ふ
一
言
で
あ 
る
。
そ
の
一
言
を
聞
か
ん
が
為
に
法
然
上
人
を
お
訪
ね
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
そ
の
一
言
を
聞
か
れ
た
為
に
一
生
涯
法
然
上
人
の
御 
恩
徳
を
身
に
沁
み
て
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
た
っ
た
一
言
を
聞
か
ん
が
為
に
御
開
山
聖
人
は
長
い
間
御
苦
労
さ
れ
た
。
又
た
っ
た 
一
言
を
聞
か
し
め
ん
為
に
法
然
上
人
は
、
そ
の
膝
許
へ
来
た
我
が
御
開
山
聖
人
を
待
つ
為
に
法
然
上
人
は
一
生
御
苦
労
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
 
「
た
だ
念
仏
」
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
弥
陀
如
来
の
選
択
本
願
で
あ
る
。
「
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
」
る
と
は
選
択
本
願
の
御
廻
向
で
あ
る
と
い 
ふ
こ
と
を
「
た
ご
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
」
と
仰
せ
ら
れ
た
と
頂
く
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
簡
単
で
あ
る
。
今
日
の
時 
代
は
た£
こ
の
一
言
を
要
求
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
以
外
に
何
も
要
求
し
て
ゐ
な
い
と
思
う
。 
(
曾
我
量
深
『
歎
異
抄
聴
記
』
よ
り)
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